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平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 
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平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
青
森
市 

青
森
国
際
ホ
テ
ル
「
春

秋
の
間
」
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
商
工
会
連
合
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
今
会
長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

直
接
的
な
被
害
並
び
に
、
運
輸
・
通
信
網
の
寸
断
、
消
費
マ
イ
ン
ド

の
低
下
に
よ
り
、
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
全
県
的
に
受
け
る
こ

と
と
な
り
、
今
後
の
間
接
被
害
に
よ
る
県
内
景
況
に
不
安
が
生
じ
て

い
る
。 

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
は
「
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し

ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
巡
回
訪
問
の
強
化
を
全
商
工
会
が

取
り
組
む
と
共
に
、「
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
青
森
」 

「
地
域
貢
献
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
の
策
定
・
実
施
支
援
」「
提
案
型
地
域

活
性
化
推
進
事
業
」
を
通
じ
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
、
事
業
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
小
企 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）  

 

今会長挨拶 

通常総会風景 
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
全
国
連
受
託
事
業
の
「
創

業
人
材
育
成
事
業
」
等
を
通
じ
て
、
新
た
な
経
営
手

法
、
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課
題
、
積
極
的
に
起
業

し
よ
う
と
す
る
創
業
予
定
者
、
経
営
革
新
へ
の
意
欲

が
あ
る
事
業
経
営
者
、
若
手
後
継
者
等
に
対
し
て
ソ

フ
ト
面
に
お
け
る
支
援
を
図
っ
た
。 

商
工
会
組
織
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
合
併
、
広
域

連
携
を
推
進
し
、
上
磯
地
域
三
商
工
会
（
外
ヶ
浜
町

商
工
会
・
今
別
町
商
工
会
・
蓬
田
村
商
工
会
）
及
び

弘
前
市
二
商
工
会
（
岩
木
町
商
工
会
・
相
馬
村
商
工

会
）
に
よ
る
広
域
連
携
も
ス
タ
ー
ト
す
る
に
至
っ

た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
下
商
工
会
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
終
了
出
来
た
旨 

挨
拶
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
役
員
功
労
者
等
へ
の

表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。 

今
回
提
出
さ
れ
た
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十

二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
の

件
」
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
二
年
度
商
工
貯
蓄

共
済
事
業
報
告
並
び
に
特
別
会
計
損
益
計
算
書
承

認
の
件
」
第
三
号
議
案
「
借
入
金
最
高
限
度
額
決

定
の
件
」
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
第
四
号
議
案
「
役
員
補
充
選

任
の
件
」
で
は
、
専
務
理
事
に
吉
川
源
悟
氏
、
理

事
に
県
青
年
部
連
合
会
会
長
の
濱
谷
浩
文
氏
が
補

充
選
任
さ
れ
た
。 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
三
村

申
吾
青
森
県
知
事
は
じ
め
県
関
係
者
や
各
種
関
係

機
関
か
ら
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
交
を
深
め
た
。 

祝
辞
を
述
べ
る
三
村
知
事 

【感謝状贈呈】 

感謝状贈呈商工会 

○商工会貯蓄共済 

・純増加入口数／純増加入率優良 

 市浦商工会  大畑町商工会  東通村商工会 

○医療保障特約型 

・純増加入口数優良 

南部町商工会 大鰐町商工会 階上町商工会 

○福祉共済 

・純増加入口数優良  

階上町商工会 

 

【青森県商工会連合会長被表彰者名簿】 

役員功労者 

・岩木町商工会 

前田 一郎（理事） 喜多山 俊博（理事） 

・青森市浪岡商工会 

竹浪 洋司（理事） 

・市浦商工会 

木村 博（会長） 成田 英治（副会長） 

秋田谷 完一（理事） 三和 博明（監事） 

・七戸町商工会 

千葉 和夫（副会長） 

・横浜町商工会 

長谷川 弘道（監事） 三國 行雄（理事） 

 

専
務
理
事
に
就
任
し
た 

吉
川 

源
悟 

氏 

【略歴】 
氏 名 吉川 源悟（ﾖｼｶﾜ ｹﾞﾝｺﾞ）６０歳 
出身地 平内町 
Ｈ23.3 青森県庁退職（東京事務所長） 
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平
成
二
十
三
年
五
月
十
一
日
、
青
森
市
ア
ラ
ス
カ
会
館
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
間
」
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
数

は
三
十
八
名(

う
ち
代
理
人
出
席
七
名)

。 

 

総
会
の
開
催
に
先
駆
け
、
退
任
商
工
会
青
年
部
長
を
紹
介

し
、
退
任
部
長
二
十
五
名
を
代
表
し
蛯
名
浩
司
氏(

上
北
町)

へ
大
槻
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
続
い
て
新
任
商
工

会
青
年
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
。 

大
槻
会
長
の
挨
拶
後
、
岡
田
大
作
氏(

三

戸
町)

が
議
長
と
な
り
第
一
号
議
案
か
ら

第
三
号
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
は
各
地
区
に
お
い
て
起
業
家
育
成

事
業
な
ど
を
推
進
、
昨
年
に
引
き
続
き
主

張
発
表
大
会
県
予
選
を
実
施
す
る
。 

第
四
号
議
案
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員

改
選
で
は
選
考
委
員
案
が
承
認
さ
れ
、
新

会
長
に
濱
谷
浩
文
氏(

野
辺
地
町)

を
新
任

し
、
他
新
役
員
は
左
記
の
通
り
新(

再)

任
さ

れ
た
。 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は

阿
部
広
悦
県
議
会
議
員
、
松
尾
和
彦
県
議

会
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
親
睦
を
深
め
た
。 

新役員名簿 

会 長 濱 谷 浩 文（野辺地町） 

副会長 北 野 泰 史（佐井村） 

副会長 加賀谷尚洋（鶴田町） 

副会長 和 田 知 之（南部町） 

理 事 坂 本 真 吾（蓬田村） 

理 事 東 條 一 彦（鰺ヶ沢町） 

理 事 菊 地 聡 明（深浦町） 

理 事 葛 西 康 人（平川市） 

理 事 虎 谷 誠 二（大鰐町） 

理 事 木 村  仁（市浦） 

理 事 柏 崎 一 真（おいらせ町） 

理 事 舛 舘 康 成（七戸町） 

理 事 舘 脇  淳（大間町） 

理 事 駒 嶺  隆（風間浦村） 

理 事 高 野 修 光（南郷） 

理 事 岡 田 大 作（三戸町） 

監 事 本 郷 康 二（今別町） 

監 事 福 士 大 輔（藤崎町） 

この度の東日本大震災により犠牲になられた多くの方々のご

冥福をお祈り申し上げます。 

総会開催に先立ち、出席者全員により黙祷が捧げられ、大槻会 

長の挨拶では復興支援活動協力に尽力する旨が述べられた。 

懇親会にて 濱谷新会長挨拶 今期をもって会長を勇退した 

大槻前会長 
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平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
、
青
森
市
青
森

国
際
ホ
テ
ル
「
芙
蓉
の
間
」
に
お
い
て
平
成

二
十
三
年
度
青
森
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
数
は 

 

四
十
二
名(

う
ち
代
理
人
出
席
六
名)

。 

 

総
会
の
開
催
に
先
駆
け
、
退
任
商
工
会
女

性
部
長
へ
、
中
美
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
続
い
て
新
任
商
工
会
女
性
部
長
が
紹

介
さ
れ
た
。
中
美
会
長
の
挨
拶
の
後
、
塚
本

初
子
氏(

中
泊
町)

が
議
長
と
な
り
第
一
号
議

案
か
ら
第
三
号
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
昨
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
伝
統
工
芸

等
の
継
承
や
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
「
青

森
県
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
」
を
作
成
。
ま
た
、

「
気
く
ば
り
隊
」
の
青
森
県
Ｐ
Ｒ
活
動
は
昨

年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
実
施
す
る
。 

新役員名簿 

会 長 中美久里子（東北町） 

副会長 秋 元 洋 子（金木） 

副会長 塩 崎 か つ（青森市浪岡） 

副会長 橋 本 礼 子（田子町） 

理 事 山 本 晴 子（大鰐町） 

理 事 本間千佳子（むつ市川内町） 

理 事 佐 藤 成 子（平川市） 

理 事 鳴 海 ア キ（つがる市） 

理 事 工 藤 凉 子（板柳町） 

理 事 塚 本 初 子（中泊町） 

理 事 松 尾 和 子（三戸町） 

理 事 小 鹿 悦 子（蓬田村） 

理 事 田澤よし子（藤崎町） 

理 事 佐々木千佳子（十和田湖） 

理 事 松 本 洋 子（七戸町） 

理 事 大 場 和 子（おいらせ町） 

理 事 三浦美枝子（東通村） 

理 事 西村トシ子（階上町） 

監 事 宮本千恵子（深浦町） 

監 事 浜 谷 桂 子（外ヶ浜町） 

監 事 古 川 壽 子（大間町） 

 

第
四
号
議
案
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
中
美
久
里
子
氏(

東
北
町)

を
会
長
に
再
任
し
、

他
新
役
員
は
左
記
の
通
り
新(

再)

任
さ
れ
た
。 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は
、
蝦
名

武
青
森
県
副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
親
睦
を
深
め
た
。 

再任された中美会長 

祝
辞
を
述
べ
る 

蝦
名
副
知
事 

懇
親
会
に
て 

新
役
員
挨
拶 
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平成 23 年度広域振興等地域活性化事業の新規事業のお知らせ！！ 

本年度広域振興等地域活性化事業のうち、2 つの新規事業が展開されることになりました。 

新規事業予算総額は 11,450 千円。主に広域的地域課題の解決や特産品の販路開拓について取り組まれるが、

地域経済活性化の一助となるよう期待されるところです。事業概要は次のとおり。 

 

Ⅰ．広域地域活性化推進事業  6,150 千円 (新規)（1,230 千円×５センター） 

 

Ⅱ．特産品販路開拓広域サポート事業  5,300 千円 (新規)  

 

 

 

県内商工会地域では、郊外型の大型店の進出による消費人

口の流出、尐子高齢化、後継者不在による廃業など様々な課

題が各地域で山積しており、このような現状を改善するため

には、地区商工会の局地的対応では不十分であることから、

広域的な視点に立ち、高度化する問題等を提起して改善して

いくことが求められてきており、本会広域指導センターが主

体となり、広域的な地域課題の抽出、改善、解決、地域コミ

ュニティの活性化等について様々な具体的支援策を検討及

び実施し、商工会地域の広域的活性化を図っていくことを目

的として事業展開される。本事業を円滑に推進するため、専

門委員会として商工会役職員による「地域課題検討委員会」

を各広域指導センターに設置し、地域の広域的な課題や広域

連携が可能な活性化事業等について、提案・検討し、広域指

導センターが主体となって本事業を推進し、地域課題解決を

支援していきます。 

県内商工会地域では地域資源等を活用した、さまざまな地

域特産品、新商品等が数多く開発されてきているが、県内外

へのＰＲ不足、消費者ニーズの検討等が不十分なこともあ

り、新商品から収益を生みだすことが非常に厳しい状況とな

っており、商品開発の大きな課題となっている。このような

現状を改善するため、県連、商工会、企業と連携して、県内

外のイベント等に出展し販路開拓及び商品力の検証を推進

することにより、地域の商品力の向上及び中小・小規模事業

者の経営力向上を促し、地域経済の活性化を支援することを

目的とし事業展開する。本事業を円滑に推進するため、専門

委員会として広域指導センター職員と専門家で組織する「特

産品販路支援委員会」を設置し、県内商工会地域の特産品等

を製造・販売している中小・小規模事業者を対象に、広域指

導センター管内において販路開拓研究会等を開催。販路開

拓・売れる商品作りに関するノウハウの習得等を実施、また、

既存特産商品の改良等については、「特産品販路支援委員会」

において改良点の検証を行い、県内外展示商談会及び「アン

テナショップ」へ出展支援するほか、各種販路開拓支援事業

に繋げ総合的にサポートしていく。加えて、県内の商工会地

域の特産品 PR の場として、日本政策金融公庫（青森支店）

ショーウインドー展示商品等のリニューアルを実施してい

きます。 
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 このたびの東日本大震災について、県内各地で被災地に対する災害支援活動の輪が広がっ

ております。県内商工会地区における災害支援活動についてご紹介します。 

被災地の皆さまには、１日も早い普及、復興をお祈り申し上げます。 

 

＜むつ下北地区商工会青年部連絡協議会＞  

 

 

 

 

 

 

 

女性部の気くばり隊ジャンパーを借りて募金活動         募金者へ粗品提供 

 

＜六ヶ所村商工会＞  

 

    

 

    
 現地のスタッフの皆さんと             炊き出しに長蛇の列 

六ヶ所村商工会、青年部では、去る４月２８日・２９日の２日間、東日本大震災の被災地へ災害支援

事業を実施した。電力事業でも交流の深い宮城県女川町では物資の提供と炊き出し、宮城県石巻市では

食糧と生活物資を提供した。物資は集配拠点に搬入したほか、被災者に直接配布し、炊き出しは長蛇の

列ができるほど好評で、感謝の言葉を受け帰郷した。 

 

４月３日（日）午前１０時～午後４時３０分、むつ市マエダ本店・中央店のお客様入口にて募金活

動を下北管内商工会青年部員約３０名で実施した。小雪が降る寒空の下、数多くの様々な方から募金

並びに共感と労いの言葉を頂いた。 

募金は総額６９８，２２２円集まり、義援金として日本赤十字社を通じて被害者へ送金した。 
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＜東通村・六戸町・三戸町商工会青年部＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現地で活動ミーティング           大鍋での炊き出し作業 

＜五戸町商工会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五戸町商工会では、昨年度実施した「経営革新五戸塾」で、講師としてお世話になった岩手県陸前

高田市の老舗みそ・醤油会社・八木澤商店河野会長が、津波で工場等に被害を受けながら被災後も「宅

配ネットワークを生かし、避難生活を続ける住民へ支援物資を配達している活動」を知り、五戸塾の

受講生や職員が見舞金を出し合い、五戸産の長芋、ねぎ、りんご、なんばんみそ、豆腐などを購入し

４月２５日に荷造りし配送した。 

五戸町商工会長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会は８回目を迎えた今回、東日本大震災チャリティー

大会として５月２日開催され、会場の同町小渡平公園は、桜がほぼ満開で桜吹雪が舞う中、県南地方

から約３５０人が熱戦を展開し、大会参加料の一部は被災地支援のため関係機関に寄付された。また、

女性部では、千年に一度とも言われる大震災で全てを奪ってしまった津波や、化学的処理も出来ない

原発の被害が、東北地方の活力を低下させている状況に、昭和５９年から連続１８回開催し休止して

いた「舞踏の夕べ」を「東日本震災復興チャリティーダンスパーティー」として企画した。多くの方

の、善意のご協力をお願いします。 

 

５月７日（土）～８日（日）、東通村・六戸町・三戸町商工会の各青年部員が合同で、岩手県陸前高

田市と宮城県石巻市において東通牛すじ鍋の炊き出しや支援物資の配送を実施した。陸前高田市では同

市商工会青年部員が避難場所の炊出しを担当している陸前高田第一中学校で、避難者の支援と青年部員

の負担軽減を目的に活動した。被災地では、避難所の規模により支援物資のニーズは違ったが、野菜類・

ティッシュ等紙類・下着（特に女性用）・夏場用タオルケットなどの生活必需品はどの避難所でも不足

している状況にあった。 

 各青年部では今後も支援事業を続け被災地の復興に協力していくことにしている。 
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＜南部町商工会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

千食分の炊出し作業               参加した皆さん 

＜県商工会連合会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

南部町商工会青年部では、今回の被災地である岩手県山田町でせんべい汁炊き出し千食分と子供達が

喜ぶポップコーン・フライドポテトを女性部・会員企業の協力を得て準備し、約１０名で４月２５日に

役場庁舎内敷地で提供した。町とＢ＆Ｇ海洋センターの縁で昭和５８年から交流がある山田町は、今現

在でも避難生活者約２，５００人、またライフラインの不通による食事困難者が約１，０００人いるこ

とから、炊き出しと同時に町民との交流を深めてきた。 

 

 

県商工会連合会は、東日本大震災で被災した岩手県三陸地域などで開かれる「復興市」で使用する、

仮設店舗用テントとして、県内の会社や町内会、学校などで使わなくなったテントの寄付を募り、県

内各団体及び企業、個人の方々から９張りのテントが寄付された。皆様のご厚意に厚くお礼申し上げ

ます。寄付されたテントは県連にて６月１日に岩手県野田村商工会に届けました。届けられたテント

は、岩手県商工会連合会を通じて、被災各商工会に届けられることになっております。 

「復興市」は岩手県内の商工会会員らが、復興に向けて地域を元気づけようと開く市で、各地で食

品や衣料品などの出店を予定している。 

ご寄付いただいた皆様 

○今別町立今別小学校 様  テント３張り  ○㈲工藤商店（五所川原市）様  テント４張り 

 ○黒石スズキ（黒石市）様  テント１張り  ○木村あきお（弘前市）    様  テント１張り 

（激励のお手紙） 

  

激励の手紙を受け取る野田村山口経営指導員    岩手県連トラックに積み込まれるテント  
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－あなたの創創業業・・起起業業を応援します！－ 

 

 

「創業・起業したいが、どのような支援制度があるのか、関係機関からまとめ

て話を聞きたい。」といったご意見におこたえして、関係機関が一堂に集まり、創

業・起業支援制度に係る合同説明会及び相談会を開催します。 

「創業・起業に興味、関心がある方」、「創業・起業を御検討している方」、「創

業・起業して間もない方」など、お気軽にご参加ください。 

■日程等  

地区 月  日 スケジュール 場           所 締 切 参  加  機  関 

青森 
６/２８ 

（火） 

 

1５:00～1７:00 

個別相談会 

1７:00～1８:00 

支援制度説明会 

1８:00～１９:00 

個別相談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

アピオあおもり 

 大会議室 1、小研修室２･３ 

（住所：青森市中央 3-17-1） 

６/２３ 

（木） 

 

(財)２１あおもり

産業総合支援セ

ンター、商工会議

所、県商工会連合

会、県中小企業団

体中央会、日本政

策金融公庫、（独）

雇用能力開発機

構青森センター、

青森労働局、特定

非営利活動法人

ＮＰＯ推進青森

会議、関係市、県

立図書館（参加機

関は、開催地区に

より若干異なり

ます。） 

むつ 
６/３０ 

（木） 

むつ下北観光物産館 

「まさかりプラザ」３階会議室 

（住所：むつ市柳町 1-10-25） 

６/２７ 

（月） 

十和田 
７/5 

（火） 

十和田合同庁舎 3 階 E･F 会議室 

（ 住 所 ： 十 和 田 市 西 十 二 番 町

20-12） 

６/３０ 

（木） 

八戸 
７/７ 

（木） 

八戸市公民館 会議室 1・2・3 

（住所：八戸市内丸 1-1-1） 

７/４ 

（月） 

弘前 
７/１３ 

（水） 

弘前商工会議所会館 201･202 室 

（住所：弘前市上鞘師町 18-1） 

７/８ 

（金） 

五所川

原 

７/１４ 

（木） 

五所川原合同庁舎３階Ｂ・Ｃ会議室 

（住所：五所川原市栄町１０） 

７/１１ 

（月） 

■参加費    無料 

■対  象    創業・起業に興味、関心がある方、創業・起業を検討している方    

            創業・起業して間もない方、新分野での創業・起業を考えている方 

■申込方法   申込用紙に必要事項を御記入の上、FAX・メール等でお申込みください。 

個別相談会は原則として予約制であり、事前に申込が必要です。 

 

 

 

 

■関連 URL  http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/shoko/keiei/shienseidosetsumeikai.html 

 
平成２３年度第１回 

創業・起業支援制度合同説明・相談会 
 

制度説明会、

あるいは個別相

談のみの参加も

可能。 

【申込書の送付先・問合せ先】 

〒030-8570  青森市長島一丁目１－１ 

青森県商工労働部経営支援課 ベンチャー・コミュニティ支援グループ   

T E L ： 017-734-９３７４  F A X ： 017-734-８１０７  メール： keiei@pref.aomori.lg.jp    

 

６月・７月の講習会等のお知らせ 

 

http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/shoko/keiei/shienseidosetsumeikai.html
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